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イーストアイ・トイレの手すり補足説明書
（MW30/20AL共通）

【＊ご使用前に必ずお読みください】

＜トイレの手すりについて･･･＞

このトイレの手すりは、排泄時の便座への腰掛け・立ち

上りの動作を補助するために使用する製品です。

通常住宅改修などで壁や床に固定するタイプの手すり

とは異なり、特別な固定工事をせずに既存の洋式トイレ

にあとから簡易設置できることが特長です。

使用方法は、後脚の吸盤を作用させ、手すりを安定させ、

前面踏板に両足をのせ、使用時に手すりの上から体重

をかけて使用します。（右図をご参照ください。）

下記の状況により本製品が使用できない場合が

あります。ご使用前にご確認ください。

＊上イラストはMW20ALです。

（１）吸盤が作用しない床では使用できません。

吸盤が床に吸着しない場合は、『吸盤が床に吸着しない場合：取扱説明書5頁』をご参照ください。

（２）ご使用される方の症状により、

「手すりの片側に偏った力がかかる場合」や

「前面踏板に両足をのせて体重をかけることができない場合」

→前面踏板を付属の前面踏板固定用ビスで床固定してご使用ください

前面踏板の床固定については、『〈前面踏板の固定方法〉：次頁』をご参照ください。

ビス固定ができない床の場合（コンクリート・タイルなど）はアンカーなどで固定工事をしてください。

（３）トイレ室内が広い場合やご使用される方の症状により、下図のようにトイレの手すりに頼り、

つかまった場合、横転する危険性があります。このような場合は

→補助ベルトを必ず取付けてご使用ください。

＊「補助ベルトの取付ができない場合には･･･」

→前面踏板を床固定してご使用ください

＊「前面踏板の固定もできない場合には･･･」

→この手すりは使用できません。

危険性の少ない方がご使用される場合でも、安全のために補助ベルトの取付をおすすめします。

補助ベルトはあくまでも補助部品です。ベルトを取付けた場合でも『【６．使用方法】：取扱説明書

６頁』にしたがい手すりを正しくご使用ください。

補助ベルトの取付方法については、『＜補助ベルトの取付方法＞：次頁』をご参照ください。

③左右の手すりに

均等に力をかける

①左右の吸盤を

床に吸着させる

②両足を前面踏板

にのせる

手すりがずれたり、

横に倒れる

手すりが持ち上がる
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＜補助ベルトの取付方法＞

１．ベルトを便器の後側に通します。 ２．ベルトを便器の下部に引っかけて、背パイプの内側からサイドパイプを

ベルトの端部をサイドパイプ外側から背パ 押さえるようにまわします。

イプの接合部を押さえるように通します。 最後にバックルにベルトを通し、しっかりと締め付けます。

＜バックル拡大図＞

＊左イラストはMW30です。

●ベルトの端が余る場合には、巻き込んで処理してください。

●ベルトで給水パイプや電気コードなどを巻き込まないように

ご注意ください。

●ご使用前にベルトのゆるみを確認し、ゆるみがある場合には

締め直してください。

●バックルには表裏があります。表側を上にしてベルトを通し

てください。

●このベルトはあくまでも補助部品です。ベルトを取付けた場

合でも取扱説明書の使用方法を守り正しくご使用ください。

＊便器の形状によっては、補助ベルトを取付けられない場合があります。

＜前面踏板の固定方法＞

前面踏板の床固定が必要な場合は、前面踏板固定用ビス

を前面踏板のネジ穴に通して床に固定してください。

ビス固定ができない場合（コンクリート・タイルなど）

はアンカーなどで固定工事をしてください。
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バックル 引っ張り、締める

＊バックルの表と裏を間違えないようにご注意ください。

＜裏＞＜表＞

＊バックルの表を上にする

＊壁との間にすき間

のない場合

＊便器後部にベルトを

かけられない場合

＜給水管が露出しているタイプ＞ ＜タンクレスタイプ＞

前面踏板
固定用ビス

前面踏板

注意
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